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　東欧国家機構の 崩壊 に端 を発する文学 と国家権 力をめ ぐる対決は、世紀末 を飾 る画期的

な時代の 変わ り目の 省察 で ある。顧 み るに 80年代は ユ
ー

トピアの 喪失、ブ ロ ッ ク体制の 解

消、イデ オ ロ ギーの 粉砕、政治的プ ラグ ラ テ ィ ズ ム へ の 方向付 け など の 性格 をもっ て い

た 。 国家公安省 （以下 シ ュ タ
ー

ジ 、 もし くは MfS と略称｝・証拠文書法 ． 1 の 成立か ち今 日

で は国家権力の 意 図を探れ る通用門が 開かれた。こ の 文書は 第二 の テ キス ト、 2 と も称 さ

れて い る。MfS は体制反対派、教会、文学界などか らの 批 判的 な声に接 した 。

「政 治的 ・

イデ オ ロ ギー的反動怠業 の ない と こ ろ に政治的・地 下活動 もな い
。 J こ れが か れ らの ス ロ

ー

ガ ン で あ っ た 。 逆に言えば政 治的 ・イデ オ ロ ギー的妨害工 作の ない と こ ろ に
、 政 治的 ・地

ド活動 もな い こ とに なる 。 かれ らの プ ラ ン は明 白な敵 ・味方 の 図式 に 従 う。 「MfS は国家

の 中 の 国家」 で は な く党の 盾 と剣 で あ っ た 。 MfS はその 活動 にお い て は党大会 の 指 示 を

ZKdSED （社会主義統一党中央委員会）な ら び に政治局に左右 され て い た 。 中央委員会、

文化省、MfS の チ ーム ワ ーク が 具体的 に 説明 され るな らば、三角形 とな り、その 頂点 に

は ZKdSED の 文化局が位 置する。諸 々 の指令は三 角形の 底辺 の 両端 をなす文化省 と MfS
に伝わ る し くみ で ある。そ の 逆に MfS の 各種情報 は ZK もし くは文化省 に 直に伝わ っ た 。

の み な らず MfS は若 干の 諸例 で は あ るが法案 の 立案 もお こ な っ た 。 文化領域で の シ ュ タ

ー
ジ の 活動 は、過去 15年間 中と くに 1976年 の ビ ア マ ン 事件 。 、 の 体験 か ら特徴 を帯び るこ

とに なる。こ の 再発 を回避 しよ うと して かれ らは戦略 を変更する。1978年の 第20本部局の

活動計画で は、質的な IM 要員の 拡大、重要地点の 補充が戦略 とな る 。 これが 80年代にお

い て最初の 実 を得 る。サ シ ャ
・
ア ン ダ

ー
ソ ン 。4 （又 の 名 をダヴ ィ ド・メ ン ッ ァ

ー
、ブ リッ

ツ ・ミ ュ ラ
ー）、 ライナ ー・シ ェ ドリ ン ス キ

ー
（別名、ゲ ル ハ ル ト） らの IM 投入 もそ うで

あ っ た 。か れ らは単に統制 の 制限 を受 けずに 、文学の 舞台 ・反対派 の 場の 中心 で積極的 な

活動 を繰 り広げ た 。 シ ュ タ
ージ か ら回された の か 、あ る い は 自分の 信条か らな の か 、指導

幹 部 と IM と の 間 の 関係は極 め て錯綜 し矛盾 した もの と想像 される。　IM の もの たちが 自

分 た ち の 活動 を企て た にせ よ、か れ らの 報 告はれ っ きと して残 され た。シ ュ タージ に とっ

て 敵 を見分 け るこ とは最後 まで 必 要で あ っ た 。 若干の 作家た ちが 明 ら か に シ ュ タージ と の

期 作業に お い て 配 を犠牲 に した 自己欺瞞は そ の こ とを何 ら変える もの で はなか っ た。 144
つ まる と こ ろ シ ュ タ

ー
ジは改革の 提案に 関心 を持 つ の で は な く、30年代に得 られ た か れ ら　（47）
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の ス タ
ーニ リズ ム の 根本的方針に従 っ たの で ある 。 彼 らの 手段は OPK （実効的人物統制）

とOV （実効的処置）で あ る。 個人的な朗読会や 自費出版の 雑誌な どへ の 参加で 注意 を引

くもの は OPK を受け る 。
こ の 場合接触の 記録 と して 「敵対 的 ・否 定的立場」 の 識別 が 問

題で あ っ た 。 もし も広 い 範囲へ の 疑 い が 結果 と して生 じた場合 OPK は OV に 変 え られ

た。 「実効的処置」 を通 じて罰則行為の 諸々 の 証拠が 整 え られ、当該者 は文書処理 され、

切 り崩 され る 。 記録文書を評価 ・査定 を行 う場合、こ れが誰の た め に計画 され 、
い か なる

目的に使われようとす るもの で あるか を忘 れて はなる まい
。 幾重 に も署名入 りで誓われ る

「文書の 真実 」 は 、 所詮 シ ュ タ
ー

ジの 選択的な実体 の 見解で あ る e 芸術家や反対派 との 付

き合 い 上、客観性 は決 して シ ュ タ
ー

ジに と り問題で はな い
。 た とえ事実 の 正 しさに 関心が

あっ て も。
か れ ら の 目標 は結局、刑法上重要な資料 の 調達 で あ っ た 。
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　　　 1979年の 夏に書かれ 1989年の 11月に さ らに手 を加 えられたク リス タ ・ヴ ォ ル フ の 自叙伝

　　 的小説 『Was 　 bleibt』 。 6 は 翌年1990年 6 月 5 日に 出版 され た 。
こ の 小説 は シ ュ タージ の 職

　　 員に 密か に監視 され るヴ ォ ル フ と見 間違える ほ ど類似 した女性作家の 生活の ある
一

日を綴

　　 っ た もの で ある 。 こ の 中の 数カ所で は、若 い 男に監視 され る語 り手 「わた し」 は彼女の な

　　 か に ある 「わた しの 心の 中の 検閲官」 の 良心 の 声 との 対話に あ らわ れ る 。 この 物語 の 女性

　　 主役 は他者 に監視 され るばか りか、み ずか ちの わた しにあ る 「パ ー トナ
ー

」、「裁 き人」、

　　 「同伴者 」 などと称 され る 自己批判の 裁判所 に よっ て も監視 され る 。

「憤慨 してわた しは知

　　　りたか っ た 。 誰が い っ たい彼 （こ の 同伴者）を差 し向け たの か 。 彼 は冷然 とそれ は あなた

　　 が で す よ、と答えた。」 こ の 心 の 中の 対話 に は こ うした
「 自分 」 に つ い て の 沈想が つ づ

　　　く。

「わた し自身 。 それ は何者で あ っ た か 。わ た し自身を 自分 に作 り上 げた 多様に存在す

　　　るもの の い ずれ なの か
。

こ れは 自分 で 知 りたか っ たこ とだろうか 。 こ れ が 自分 で 労 ぎろ う

　　　と した こ とだろ うか。ある い はわた しの 家の 前の 若 い 者達の ように相変わ らず言 い な りに

　　　しようと した あの 第三 者だ ろ うか 。 」 こ の 自分の
一
部が社会 主義統一党 （SED）の 国家権

　　 力に順応 しようとす る もの で ある こ とは否 定で きぬ 。 逆の 見方をすれ ば作者はこ の 本人 自

　　 身の 分 身をの ちに 自分 か ら切 り放せ る と漠然 と望む 。

「わ た しが 必要で あ っ たの はこ う信

　　　じられ る こ とだ っ た 。 近 い うち に わた しが あの 第三者 をわ た しか らす っ か り禿落 して 、押

　　　し出せ た ら。 実際 わた しはそれ を願 っ た。長 い 間 をみ る と、この わ た しの なか の 第三者 よ

　　　りもむ しろ外に い る若 い 者達 に 耐 え られ た らと思 っ た。」 ひ と りの 女性作家が シ ュ タ
ージ

　　　の 犠牲者 もしくは国家権力に反対する抵抗の ヒ ロ イ ン の 目的で あ とか ら補足的に練 り直さ

　　　れたか もしれぬ登 場人物 と して 、「警告す る監 視機構 の 末端 」 を割 り当て られ た こ の 特権

　　　をもつ 小説の女性主役はお よそ役立 た な い 、不 向 きで ある。

　　　　こ の 小 説 をめ ぐっ て は さまざま論議 を呼 ぶ こ と に な る ． 7 の だが 、1990年 の 6 月以降、

　　 戦後 史に も稀に み る激 しい 論争が展開 される。90年 6 月 10日に は ポツ ダム の ツ ェ ツ ェ
ー

リ

　　　エ ン宮殿 にて ベ ル テル ス マ ン財 団主催の 東西 ドイツ の 作家、政治家、ジ ャ
ーナ リス トが招

　　　待され る 。 論議 の 中心 に は文学の 自主性 喪失へ の 恐れ と西側の 文化企業体へ の 危隰感が み

143 　られ、特 に居合わ せ た ヴ ォ ル フ、ス テ フ ァ ン
・

ヘ ル ム リー ン 等が SED 政権の 時代 に批判

（48） 的作家の 迫害 に反対 する表 明 を不十分 もしくは全 くな し得なか っ た こ と、また ドイ ッ 民主
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主義共和国 （DDR ） の 崩壊後 に は体制の 犠牲 者 と抵抗 の 闘士 と自ら称 して い る こ とに非

難の 声が あが っ た。SED 政権の 解体、幽側 デ モ クラ シ
ー

へ の 方向転換が な され．た こ の 状

況下に 、あ の 国家社会主 義の 瓦解の あ と同様 、全体主義体制の 反対者 もしくは犠牲者の い

ずれ か で あ り得 る こ とはだ れに とっ て も有利 な こ とであろう。 こ う した状況に あ っ て突如

変わる事態 に適合 しよ うと し た り、自分 の 過去 を正 しい 姿に 見せ ようと した りす る遅 き に

逸す るヴ ォ ル フ の 試み と して の 小説 を読む こ と も．L述 した こ と と さ して か わ るま い
。

　 ヴ ォ ル フ へ の攻撃は競 女 の モ ラル の 清廉潔 白性 ばか りか 文学的資質 を
・
も否 認 しようとす

る 。 こ れ は 西が 、全体 屯義か ら解放 された東 を単に支持 す るば か りか、戦勝国気取 りの 独

断で 文化的に もラ ン クの 格 下 を行 い 、占領 し、自主的ア イデ ン テ ィ テ ィ
ーをすべ て残 りか

まわず奪 う、 と多 くの 者が 疑 うこ と と類似性 が ある。
つ まリヴ ォ ル フ に下 され る無資格の

宣言 は 文学の 領域 で の 西の 優越性 と東の 劣等性の 陳列 化で あ り、SED 解 体が DDR 文学

の 解体 と等式 で結ば れ るか の ような印象は否め な い 。ヴ ォ ル フ の 小 説 に端 を発す る こ の 論

争・はい つ しか それ以外の 方向性 をた どる 。 当初 よ りヴ t ル フ の テ キス トをめ ぐる以上 に 他

の こ とへ の 言及が 見 られ、ヴ ォ ル フ は論争の きっ か けを与えた にす ぎな い よ うな観 を呈 す

る 。

「ク リス タ
・
ヴ ォ ル フ をめ ぐ っ て の こ とが 問題で あるが、詳 しく言 えば ク リ ス タ ・ヴ ォ

ル フ は問
・
題で は な い 」 （ビ ア マ ン 〉 とされ た り、彼 女は単なる

「
暗号」 に す ぎなか っ た り

す る。また、東ベ ル リン 在住の ル ッ ツ ・ラーテノ ブ は 「西の 人た らが ヴ ォ ル フ を擁護 しな

けれ ば な らな い と思 うか た くな さ」 を視野に 含む。ヴ ォ ル フ がナ チ の 時代下 とその 後 に亡

命者 文学 と国内に残 っ た作家達をめ ぐ りど の ように導 か れ たか とい う観点 も捉 え られ る 。

DDR に と どま っ た他 の 多 くの 作家の 身代わ りに 西側か ら攻撃され る言葉 の 刺 は、 トーマ

ス ・マ ン の 「
思 い 込み か もしれない が 、お よそ 1933年か ら45年の 間に ドイツ で 印刷 され 得

た書籍類 はわ た しの 目 に は無価値 以下 としか 思 えず手 に取 るの もよくな い 。血 と恥 に よる

悪臭が染 み つ い て い る。それ らは どれ もみ な足 で踏 み つ け られ た らよい 。」 （
『
なぜ わ た し

は ドイ ッ に戻 らな い か』 1945年 。8．） と い う厳 し い 判 定 を思 わ せ る と 同時 に ドイ ツ を離 れ

た亡 命作家に
「国内に残ろ うと しそうせ ざ るを得 なか っ た人 々 をあま りに もみ さ か い の な

い 軽蔑をこ め て見 下 さぬ よう」 ア ピー
ル した公開書簡 （ノ イエ ・チ ュ

ー
リ ヒ紙、1936年）

が
、 多少和解的で多種 多様 な情況 に DDR に 残 され た作家達と

一
緒 に 呼び か けるため に引

き合 い に 鋤され た りす る 。

　DDR をナ チの 政権 と比較する こ との 問題 も浮上 する 。 （ユ ル ゲ ン ・シ ュ テル ケ ）同列視

で きぬ と い うの が
一般的 で あ る 。

「DDR 国民は シ ナ ゴ ー
グ の 焼 き討 ち も全面戦争 も望 まな

か っ た 」 （ハ ン ス ・マ イヤ ー一）。 同 じような論調に 「コ ミ ュ ニ ス トの 支配 の 要求は、ナ チの

ような権 力へ の 陶酔感 に起因す る の で はな く社会 の 正 義に よ っ て 立派 な理想 を貫徹する試

み に起 因する。そ して そ の 始 ま りに お い て 強迫 と支配権力が理想 へ の 信用 を失わせ たが た

め に、こ の 理 想が 不舎理 に至 る ま で倒錯 され た に違 い な くと も、こ の 恐 ろ しい 実験的試み

の 挫折 に はや は りDDR 国家 と DDR 文化 の 多 くの 代表者 を非難で きぬ あ る種の 悲劇が 備
わ っ て い る 。

こ の 権 力の 産物で あ る妄想性 はナ チ の テ ロ 国家の ような愚鈍 と残 忍性 に よる

単なる発作で はな く譜 蒙の 弁証1劫 ・
ら も理 解可 能な、い わば、珊 物 熱 サ融 発作で あ っ

た ・ 顛 探求 蹴 判 的欺 る こ との 嚠 生が 駈 し・簸 を覿 で きた と思 っ て それ を緬 142
上 に貫徹 しよ うとす る限 り、そ の 理 性は もはや 自由に仕 えるの で は な く奴隷状 態をつ くる　（49）
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の で ある」 （ハ ン ス ・ク リ
ー

ガ
ー）。ヴ ォ ル フ へ の 攻撃の さい に DDR をナチ と同列 に据え

るフ ラ ン ク ・シ ル マ ハ
ーも同列 視へ の 制限を覚 える。

　こ の 論争は西側 に来た体制批判者達を東に残 っ た者た ち に も対 決 させ る 。

「残 され た者

た ち の 殆 どは彼 らの 沈黙 に よっ て常 に こ と新た に われ わ れ の 国籍を剥 奪 した 。 」 とライナ

ー・ク ン ツ ェ は 1977年 4 月に DDR を去 らねばならなか っ たヴ ォル フ ・ビ ア マ ン の 国籍剥奪

の 5 ヶ 月後 と りわけ シ ュ テ フ ァ ン ・ ヘ ル ム リ
ー

ン を非難 した こ とが あ っ たが、こ ん どは控

えめ なが らもク リス タ・ヴ ォ ル フ に向け る。 「二 つ の シ ス テ ム か らの 知識人間で の 最初 に し

て実際オ
ープ ン な対決 」 （ギ ュ ン タ

ー・クーネル ト）、「こ の 記事 は扇動で も乱 痴気騒 ぎで も

な く、来 るべ き論争を吹 きお こす もの 」 （ヴ ォ ル フ ・ビ ア マ ン ） と して 論争を煽 っ たウ ル リ

ヒ ・グライナー
、 フ ラ ン ク ・シル マ ハ ーの 記事 を正 当化する 。

　ヴ ォ ル フ へ の 批判者は多 くが西側 の 若 い 世代で ある。1954年生 まれ の ハ ン ス ・ノ ル （作

家デ ィ
ーター ・ノ ル の 息子） もそ の

一人で 84年か ら西ベ ル リ ン で批評 ・作家活動 をす る。

か れの 批評 は DDR の 事情に疎 い 西側若手批評 家 と異な る体験 を備え て い る。さ らに ス タ

ー
リニ ズ ム の 犠牲者 とな り DDR 国内で 実刑 を受けた り、追放 された知識人 らは西 ドイ ツ

の 敵ク リス タ
・
ヴ ォ ル フ の側に まとま りある会派 を形成 する。 レ フ

・コ ペ レ フ 、ヴ ァ ル タ

ー ・ヤ ン カ ． g，はヴ ォ ル フ へ の 攻撃に激 し く抗議す る 。

3

　　　 カール ・コ リノ は 『シ ュ タ
ー

ジ の 協力者 と して の ヘ ル マ ン ・カ ン ト』 。 1。．の な かで ア ル フ レ

　　 ート ・カ ン トロ ヴィ チ ュ ． 、、．の 著書
「 ドイ ツ 日記」 か ら次の ような箇所を引用 して い る 。

　　　　
“
わた しの 助手達 の 内で も専門的に もさほ ど才能が ある とも思 わず、当初 うか つ に も信

　　 用 して しまっ たこ の 男が間違い な くヘ ル マ ン ・カ ン ト． 、2．で あ り、か れが SED の 大学事務

　　 局か ら ス パ イ として わた しに配置 され てた こ と は あとで 知 っ た。（…　 ＞ 1958年の 8 月半

　　 ば Bansinに い るわた しの と こ ろ に 、ほ とん ど理解 に 絶す る卑劣な行為 の 裏切 り者か ら警

　　 報を告げる よ うな こ ん な知 らせ が舞い 込む。それは DDR の 警察が わた しの とこ ろへ の 家

　　 宅捜査指示 を始め た に違 い な い とい うもの だ っ た 。 そ うなれば 日記 、 手紙 類、話の メ モ な

　　　どが探 し出され、これ らが 長年 に及び 、 場合に よっ て は永遠にわ た しばか Dが 政体 の 刑務

　　 所の 壁奥に ぶ ち込 まれ る の で はな く、 わ た しの 友人達に も危な い 目に遭 わせ た こ とだ ろ

　　　う。
”

　　　 実際、家宅捜査 は 1957年 8月20 日 に行われ た とい う。こ の 予期せ ぬ事前連絡 に て カ ン ト

　　　ロ ヴ ィ チ ュ の 最 も大切 な書類は難 を逃れ た こ とにな っ た 。 か れの 「 ドイッ 日記」 （1959／

　　 1961）が 出されて か らス パ イ ・カ ン トへ の 非難が 世 に 知 られ る こ とに な る。 カ ン トは 1991

　　 年に回想録 「Abspann」 を著す 。 そこ で は言葉豊か に フ ン ボ ル ト大学で か れ の 師で あ っ

　　　たカ ン トロ ヴ ィ チ ュ の 日記 の 操作 に罪 を被せ た り、自分 を助 手に推薦 した誉め 言葉などを

　　　引 き合い に出す 。 シ ュ タ
ージ の 文書が 公 開 された昨今、カ ン トが先の 家宅捜査の 14日前 の

　　　8 月 6 日に シ ュ タージ ・ベ ル リン 支所 V ／6 と接 触を計 っ て い た こ とが知 られた 。 しか し

　　　カ ン トが そ の 家宅捜査 に確た る関係が あ っ たか どうか は まだ は っ き り と して い な い 。その

、41 可能 陛はカ ン ト・ ヴ ・ チ ュ の 遺稿の なか か ・ あ る い は ガウ ク ’文書保管所か ら轍 あ らわ

（50） れ るこ とはあ り得 よう。 カ ン トが い か に して シ ュ タージに取 り込 まれ て い っ たの か と い う
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ふ た と お りの 真実・文学 とMfS文書 佐 々 木滋

疑 問 もあろ う。 1957年 の 夏か ら 2年 間カ ン トは
「tua　res 」 とい う学生雑誌の 編 集に 携 わ

る。こ の雑誌は シ ュ タ
ー

ジの言葉 を借 りると 「 もっ ぱ ら西 ドイツ お よび 西ベ ル リン の 大学

に所属する者に 向け られ た 1 もの だ とい う。カ ン トはこ の 頃の こ とを回想録の なか で こ の

ように述 べ る、

　
“
直ち に わ た しの 編 集部は新聞学や マ ス コ ミ論が何た るか な ど頭 に ない ようなむ しろそ

の 反対 で ある ような訪問者 に見舞われ た。既 に取 り壊 されたフ リー ドリ ヒ街 とべ 一レ ン街

角の 仮設 建物 5階 へ の 急勾配 な階段は 3 八の 男 たち を 3 日間それ ぞれ に煩 わ した。かれ ら

は話 して も、聞 い てみ て も本誌 が 問い 合わ せ ようとした大学生で はなか っ た し、た しか に

か れ らは老けて は い て も、学生新聞や 5階 には十分 な若さで は なか っ た。か れ らに と っ て

編 集上 の 離反 自体へ の 関心 が 共通点で あるように み えた 。 わた し らの 非 常に 面臼 い 雑誌の

隈 られ た分量を目の 当た りに して 彼 らが
一
様に 言 っ た こ とはお よそ こ うで あ っ た。それは

各種情報 の 過多が 推測 され、そ して わ た しの 雑誌に使 えな い と分か っ たもの は一
切 屑篭 へ

捨 て る代 わ りに かれ らに くれな い か、と い うもの で あ っ た 。 （…　 ）わた しは最初の 男 に

真実に即 して こ う話 して や っ た 。 雑誌 「tua　res 」 は もっ ぱ らカ ン ト、 ラ ンプ ニ ッ ッ 、 ジ

ョ ン ・ロ ッ ク らの 意味 にお け る啓蒙 に役立て な くて はならぬ こ とが わ た しの 委任者 とわた

しとの 間で 結ば れた取 り決めで あ る、と。そ れだ か ら自分 の 落ち度が 引 き起 こ す未熟 さか

ら入間 の 出口 の た め に 書こ うとする寄稿者が 自分 で や っ と手 に 入 れ た成年に 妨げるか もし

れ ぬ こ とは
一

切 回避 されなければな らな い の だ、と。こ の 人物は われ われ の 繊会 い の 場が

の ち屋根 もろ と も取 り壊され たようにわた しの 人生か らも消 えた。
”

　こ こ に はカ ン ト自らの 回想録 を、語 らぬ た め の 自己変容化 と過去 の 伝説化が み られる の

で ある。 こ う した問題 は シ ュ タージに関 わ りを持 っ た作家 とそ の 文学的立場 を見 て行 く場

合、今後 と も必 ずや そ の 視 点 に据 えて か か らなけれ ばな らな い
。

ヘ ン リー ・オ ッ トー

（HA 　II） と称するカ ン トに と っ て は偽名 リ ヒ タ
ー

とい う名で知 られ る人物が カ ン トと関

わ りを持 つ
。 当初 シ ュ タ

ー
ジ はカ ン トを接触要員 （KP 。 、3．） とみ な し、慌 て ず に散 発的

に 接 触を保 つ 。 1960年 シ ュ タ
ー

ジ （HAV ／D はカ ン トを秘 密情報提供者 （GLI4 ．｝ に

させ る 目的で私 的協力者の ため の 予備文書 （IM −Vorlaufakte　． 、5 ） をあ て が う。 こ れ は

「 ドイツ 作家同盟 （DSV ）の 総会準備の 保全 目的 に同 GI 候補 が作家系統で の 獲得の ため

に 整 え られ る 」 もの で あっ た 。 1960年に は管轄の 移動が 行 われ カ ン トは ス パ イ防諜機関 に

権限を持 つ HA 　IIか ら HAV に 移され る 。 1960年 11月30 日 ヘ ン り一 ・オ ッ トー又 の 名 リ ヒ

ターはか れ の お気に入 りをブ ル ーノー ・パ ロ ッ ホ少尉の もとに 転任 させ る。パ ロ ッ ホは次

の ように 書 き残す。

　
“
同志オ ッ トー

は K （カ ン ト） と既 に暫 く前か ら接 触を保ち、シ ュ タ
ー

ジ第二 の 人物の

訪問 を受 けた こ の 前の 集 まりの 際に か れ を準備 したた め に接触開始 は支障無 く行われ た 。

作家 K に 対 して は 紹 介時に ヴ ェ グ ナ
ーと称す る署名者 （パ ロ ッ ホ少尉）は MfS か ら DSV

へ の レ ポ役 を務め た 。 さ ら に K は、1961年春開催 の 総会準備に あた O　
一一一．

連 の 問題 に 関心 が

見 られたた め これ らはな お個 々 に話 し合われ るべ きもの と説明 され る。同志カ ン トは躊躇

な く こ う した情報提供 を約束す 。 （…　 ）か れ の 任務は DSV の 代表者会議準備 の た め の

分析 に 関する作 業部会指導部 に あ t，…
　 カ ン ト氏 は 秘 密 を守 り DSV の 利害関係 を保護す　140

る義務 を負 う
”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （51）
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　 さらに シ ン ドラ
ー

中尉 と トラ イケ の メ モ で は、

　
“

集まりの 際 に こ の 候補者は情報は与え る もの の 、か れ に非常に 近 い 人物た ち に 関する

諸情報 に は まだ抑制が あ る。署名者 の 見 解で は こ の候補者 との 絶 え間な い 計画性の ある 協

力時 に抑制が おか れるで あろ う。わが編成隊 （HA 　V ／ 1／ IV） に対 して こ の 候補者 は こ

れ まで に文書で報告 を行 っ て い ない
。 これ ま で に こ の 候補者 に関 し与 えられた諸情報 は実

効的価値を持つ
。 それ は候補者が実効的監視下 に ある人物 たち との 接触 を有す るか らであ

る。 …　 こ の 候補者は率直で 信用で きる印象 を与え MfS と共謀 して 協 力す る心構えが み

られ る。こ の 候補者 とはすで に好 ましい 接触が あるため に 、また暗号名 マ ー
チ ン を受 け入

れたため に こ の 候補者 の 住居 を （ベ ル リ ン ・ホーエ ン シ ェ
ー

ン ハ ウゼ ン 、ホル ン ベ ル ガー

街29）に義務づ け るこ とが提案 され る。責務の 後、再度、共謀遵 守の 必要性 の 説明 な らび

に、作家、ジ ャ
ーナ リス ト系統で の 任務設定が おこ なわれ る 。 集まりは さ し当た り候補者

の住居で なされ、会合が共謀 の 住宅に て実施 され る意図は こ の 視点下に ある。

”

　 コ リノに よれば 1963年の 約半年間で 12回、合計18時間に及ぶ シ ュ タ
ー

ジ とカ ン トとの共

同作業が 始まっ た、 とい う。

4

　　　　
「
作家たちシ ュ タ

ー
ジ文書の 閲覧 を要求 」。 16，と した見 出 しで はお お よそ次の ような動き

　　　が 報 じられた 。 こ れは シ ュ タ
ー

ジ文書の 閲覧と こ の 問題の 公的処理 をライプチ ヒ で要求す

　　　る もの で 、そ の 集会 は作家の シ ン ポジ ウム 「抵抗の ポ エ テ ィ ク」 と銘打 っ て 旧 ライプ ツ ィ

　　　ヒ証券取引場で開か れ た 。 声 明 は 「閲覧の 権利 が 制限 された諸規定 に よ り空洞化する こ と

　　　は当該者の 権利 ある諸要求 に も社会
一

般 の 法 の 安寧 に もそ ぐわ な い 」 とす る もの で あ っ

　　　た 。 作家工 一リヒ ・レ ス トは文書閲覧の 可 能性の 希釈化に対 し 「この 法律が成立 した らわ

　　　た しは これ を破 るつ もりだ 。 こ の こ とが 今わ た しが 用 い る抵抗の 形だ」 とす る立場 を表明

　　　する 。 こ の 間に連邦議会 は閲覧の ため の 細則を絞 っ て い た。 2 日間の シ ン ポジウ ム 「
ライ

　　　プ チ ヒ ・文学の 秋」 の 中心 問題で は文学の 可能性 と限 界に つ い て論議 された と い う。 こ こ

　　　に参加 した作家はゲ ル ハ ル ト・ッ ヴ ェ レ ン ツ 、
エ ーリヒ ・レ ス ト、ヴ ェ ル ナー ・

ハ イ ドツ

　　　ェ 久 ヴ ォ ル フ ガ ン グ・ハ
ー

ゲ ヴ ァ ル ト等で ある 。 DDR の 全体主義政権へ の 知識人 の 共同

　　　正犯の 問題 と罪の 問題が 出 され た。1973年に政治的理 由で禁固 7年 の 実刑 を受けた ウ ル リ

　　　ヒ ・シ ャ
ハ トは

「 “

知識人の背信
”

とい う一大事件は志を同じ くする もの た ち と並 ん で独

　　　裁 の 持続決定に
一緒 に関わ っ た ク リス タ ・ヴ ォ ル フ 、 フ ォ ル カ ・ブ ラウ ンな る名前に探 り

　　　当て られ る べ きだ 」 と述 べ れ ば、 こ れ に対 しク ラウ ス ・シ ュ レ ジ ン ガーは 「
ヴ ォ ル フ、ブ

　　　ラウ ン 等の 人 間に対 しは、と ぎれ る こ との な い 金銭独裁 とは異な る社会 を心 に描 い て い る

　　　こ とを認めざるを得 ない 」 と答える。ハ レ の デ ィ
ーター ・ム ッ ケ は 「わ た し自身が バ ケ ッ

　　　
ー
杯の 灰 を頭 か ら降 り被 るこ とは念頭 にな い が、そ うした作家た ちの 作品の

一
行 も読まず

　　　に東 ドイツ の 文学に判決 を言 い 渡すの は思 い 上 が りだ 」 と した。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　　　　密告 の 秋 とで も言 うべ きそ の 年の フ ラ ン ク フ ル ト書籍見 本市の ス タ ン ドで ヴ ォ ル フ ガ ン

139　グ ・べ 一ベ ル （南 ドイ ツ紙の 寄稿者）は・詩人ライナ
ー ・シ ェ ドリ ン ス キーとサ シ ャ

’
ア

（52） ン ダーソ ン に シ ュ タージ番号が あ る ら しい とい う噂 を聞 くb ． 、7 こ の 二 人は後で 述 べ る よう
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ た とお りの 真実 ・文学 とMfS 文警 佐・マ木 滋

に 東独 8〔｝年代 の 拒絶 の 主唱 者で あ っ た 。 彼 らの 文書が ヴ ォ ル フ ・ビ ア マ ン に 関わる もの ら

し い と い う。 そ の 足 で会場 の Galrev出版 に も赴 くこ と に な る 。 こ の 幽版社は ラ／ナ
ー

と

サ シ ャ が 二 入 で 創 っ た もの で そ の 年 2 度 目 の ．展示 参 加で あ っ た 。 そ の 出版 プ ロ グ ラ ム は

「ま じめ で根気強 く有益な共同作業 」 の 産物 だ と FAZ 紙 か らの 賛辞 を得て た い もの で あ

っ た。居合わせ たシ ェ ドリ ン ス ee　一とへ
一

ベ ル は数週 間前にベ ル リ ン の プ レ ン ツ ラ ウ ワ ー

ベ ル ク近 くの カ フ ェ
t一

で会 っ た ば か りで あ っ た 。 噂で広 まる非難 に も冷静に反応 し、余韻

を残す言葉 「で も少 し興昧津 々 で す 」 と答え る。 翌 日 へ
一ベ ル はビ ヤ マ ン に電話取 材 を行

う。得 られた 内容は
「
ア ン ダ

ー
ソ ン の 名前は知 っ て い るが シ ェ ドリン ス キイは聞い て い な

い
。 ど こ そ こ か ら情報を得 たな ど と思 うの は浅はか な無知で XZ 市の XZ 紙の XZ の 人 間

に 言 うこ とは何 もな い
。 文書を渡 され た か ど うか 、それ が 誰 か な ど と も答 え られ な い ．1 と

怒鳴られ．る もの で あ っ た。 シ ェ ドリ ン ス キイは
「Aufbau 出版 の 女性編集者 か らそ の 話 は

後 2 ・3の 作家 に 関係 し、他は な い と電話 で 言われ た 」 こ とをへ
一ベ ル に 話 した。か れ 自

身は 15年間 もシ p 、タージの 尋聞に何度 も応 じなければな らなか っ た、そ の 間隔は 3、 6、

9 ヶ 月 と い ’
） た もの だ と い う。

「か れ らはわた しか らも資料を取 っ て い た し、わた しはむ

ろ ん数え切 れ な い ほ どの 尋問調 書に署名 した 。
た だ 問題 は番号が在 る か 無 い か だ 。 こ れだ

けが 公嬲の ため に意味 を持 つ 。」

　 DDR に おい て は80年代前半か ら政治的反対派 とな らん で 文学・芸術 の 反対派は存在 し得

た の だ ろ うか。「 しか し全て の 反対派グル
ープ はシ ュ タ

ー
ジの 転移に侵 され 喰い 破 られ．た。

．弁護 士シ ュ ヌ
ール 、ヴ ァ イセ ン ト・ベ ーメ 、ユ ッ タ ・ブ ラバ ン ト、 ハ イ ム キ ン ト・モ ニ か

ハ ガ
ー、とて も才能豊かで あ っ た が今で は 自己喪失に 怯え て しま っ た詩入 ハ イ ン ッ ・カ ー

ラウ 、 才能の な い 喋 り屋 に して 間抜 けな シ ュ タ ージ の ス パ イの サ シ ャ 1・ア ン ダ
ーソ ン ）。

こ の 男は相変わ らず ク
ー

ル に ミ コ 、一ズ の 倅 を演 じ、自分 の 文書が 決 して浮上 しな い こ とを

願 っ て い る eMfS は反対派 をよ く切 り崩せ る よ うに とか れ らの くだ らな い 連中を反対派

の トッ プ に差 し向けた 」 （ビア マ ン ）。 ビ ア マ ン が こ う言 うように こ の 時代 の 文学運動は孤

立 した文学 とと もに シ ュ タージ に 管理 され て い たの だろ うか 。ク リス タ ・ヴ t ル フ の 小謨、

をめ ぐっ て の 論 争以後、こ こ で も激論の 解 発因 は シ ュ タ
ージ の 主題設 定で ある こ と に 違 い

は な い が、反 対派 の 価値評価 もそれ に 加わ る。た だ し7 年代末 に国外に 出た り、市民権を

剥奪された作家やあ るい は 80年代 の 上品 なサ ブ カ ル チ ャ
ーの 、DDR に とどまっ た 文学者、

芸術家た ち の うちの 誰が DDR 文学の 反対派 を代表 し得たか と い う聞題 だけが 大切 で は な

い o

　抵抗の 形 態や そ の 平面段階で の こ と も大切 で あろ う。80年代の 自主的文学 はその 推進力

と し て そ の 象徴的 入 物 た ち の
一

人 と み られ たサ シ ャ
・
ア ン ダー

ソ ン が シ ュ タ
ー

ジの 情報提

供 の 協力者 で ある と い う非難 に よ っ て あ とあと まで 評判 を
．
ドげた 。 非公式の 文学 と芸術は

反 対派 の リ
ー

ダ
ーを打 ち破 るため に育て あげられたの だ ろ うか 。（ビ ア マ ン 、ラ

ー
テ ノ ブ

の 言 うように） もしそれ が そ うだ とすれば 、だ れ が 切 り崩 され た の か と問わ れ よう。そ こ

で は70年代、8  年代の ユ ル ゲ ン e フ ッ ク ス 、フ ラ ン ク
・
ヴ ォ ル ク ・マ ッ テ ィ ス の 逮捕と い

っ た体 験 、ビァ マ ン の 市民権剥奪、それ に 続 くあ る作家世代全体 の EXODUS も挙 げ られ

よう。こ うして 出て ゆ くこ と に ヘ ル マ ン ・カ ン トは ただ 嘲 り と愚弄 を残 し た 。またそ こ に　138
は 居残 っ て 国家 との 持続的対決か らあ らゆ るイ デ オ ロ ギー

的要求 の 拒 否 に よ り、少なか ら　（53）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明 星大学研究紀 要 【日本文化学 部
・
言語文化 学科 】第 4 号 1996年

　　 ず力を消耗 し、身 を守ろう とした諸 々 の 体験 もあ る 。 さ まざ まな DDR の 体験 と共 に異 な

　　 っ た生活像が 互 い に衝突 しあっ て い る こ とは確かで ある。突発的 とも思 える論争、諍 い は

　　 文化的行動 をめ ぐる モ デ ル の 問題で もあ る 。 そ の 発火点に は諸 々 の 心的 な態度が あ り、文

　　 学なの で はな い
。 こ の 議論の デ ィ レ ン マ は二 者択

一
を許 さな い

。 DDR を去 っ た もの だ け

　　 が清廉潔白なの で はな く、残 っ た もの は買収 され た 。
ハ レ 、ライプチ ヒ、 ドレ

ー
ス デ ン

、

　　 ベ ル リ ン な どで の 若 い 芸術 ・文学界の 制限付 きの 独立が シ ュ タージ に よ っ て演 出された芸

　　 術的 自己欺瞞で あ っ たの か 。 統制 されたの で はな く、妨害 された と考えれば こ の 問 い は不

　　 必要で あろ う。シ ュ タ
ー

ジが若者の 文学に つ い て意識 的な操作に関心が あらば、その 文学

　　　もDDR で 出版 されて い た ろうか 。 全 く逆 に テ
ー

テ ノ ブ 、ツ ィ ン ガ
ー

、シ ェ ドリ ン ス キ

　　 ー
、デ

ー
リ ン グそ してア ン ダー

ソ ン とい っ た他の 多 くの もの たち は最初 は西側で 出版 され

　　 た の で ある 。

　　　 DDR の 70年代半ばに は、多 くの 若 い 作家達 は まだ 出版社の 情熱が 感 じ られ る選集や 文

　　 学雑誌 に新 しい 生命感を見 い 出 して い た と されて い る。 しか し80年代始 め に は こ の 世代の

　　 名前が見 られな くなる。か れ らは出版で きない 作家の ブラ ッ ク リス トに み られ る。こ うし

　　 た状況下 で は もっ ぱ ら DDR 国外に出るか、自分 の テ キス トを自分 で広め るか の 二 者択一

　　 が残 され た 。 こ うした出版形態の 特殊性 が 80代の 者た ちに も積み 重な っ た ため に、一
つ の

　　 文学運動の 総体が DDR 固有の社会資本 に よっ て説明 されな ければな らない 、 とす る見方

　　　もあ る 。 と こ ろで最初 の 先 駆者達 は文学的・グ ラ フ ィ シ ュ な小雑誌 を創刊す る 。 それ らは、

　　　『ラ テ ル ネ マ ン 』 （発行入、 トーマ ス ・べ 一ス ）、『パ ピア
ー

タウ ベ 』 （デ ィ
ータ ・ ケ ル シ ェ ッ

　　　ク）、1982年か らは ドレ ース デ ン で み られ た
『UND 』 （ロ

ー
タ
ー ・フ ィ ドラ

ー）、そ して ベ

　　 ル U ン の 『ENTWERTER ／ODER 』 （ウーヴ ェ
・ヴ ァ ル ン ケ）な ど 。 これ らの 出版物 は最

　　 初 は秘 か に広 め られ たが 80年代の 半ば よ リザ ク セ ン 州立図書館、ラ イプ チヒの ドイチ ュ ビ

　　　ュ ヘ ライな どで も閲覧可能 となる 。 最 も有名 であ っ た の は
『
ミカ ド』、

『
シ ャ

ー
デ ン 』、

『
ア

　　　リア ドネ ・フ ァ ブ リッ ク』 な どで ある 。 出版許可をされぬ 印刷物 の こ の 種 の 蔓延 が ゆ ゆ し

　　　き法 的結果 を幾度 も抱 え込ん だ こ とか ら ド レ
ー

ス デ ン で は 1982年 か ら84年 に 広 ま っ た

　　　 『UND 』、ハ レ では 1985年か ら86年に広 まっ た 『Galeere』 は発禁 とな っ た 。

　　　　この よ うな新 しい 文学世代を統合 しよ うとする試み が あ っ た。最初の 発端 として挙 げな

　　　ければならない の はフ ラ ン ッ
・フ ユ

ーマ ン が イニ シアテ ィ ブ をと っ た ア ン ソ ロ ジ
ー出版計

　　　画で ある 。
い わ ゆ る

「
ア カデ ミ

ー ・
ア ン ソ ロ ジ ー

」 の 禁止 は 1981年で あ っ た 。
こ れ は ビ ア

　　　マ ン 事件以 後 、 硬直した 文化的前線の 者た ち の 間で あ る仲介 をめ ぐっ て労され た あ らゆ る

　　　試み の 挫折 を象徴す る もの で あ る。これは若 い 作家世代の 追放 と犯罪行為化の 始 まりをも

　　　意味する。 1981年 は こ の ア ン ソ ロ ジーに シ ュ タ
ー

ジが注意 を注 ぐ。こ の ア ン ソ ロ ジーは芸

　　　術アカ デ ミ
ーの 名にお い て フ ラン ツ ・フ ユ

ーマ ン が委託 され、同年11月には 同ア カデ ミー

　　　会長 コ ン ラ
ー

ト ・ヴ ォ ル フ とギ ュ ン タ
ー ・リュ ッ カー （文芸 ・正 しい 言葉づ か い の セ ク シ

　　　ョ ン責任者）に引 き継が れた 。 こ の 集 まりで フ ユ
ーマ ン か ら、若 い 詩人達の 作 品発表の 機

　　　会に恵 まれ ぬ 情況 を憂慮する見解が 述べ られ る。 コ ン ラ
ー ト・

ヴ ォ ル フ の 側で は フ ユ
ー

マ

　　　ン の 挙 げ る詩 人 達の 名前の お お か た も知 らぬ 有 り様 で あ っ た か ら、芸 術 ア カ デ ミー

137　 （Adk ）の 雑誌 に これ らの 詩人達の グル ープ を紹介す る ように フ ユ
ーマ ン に提案する 。 フ

（54） ユ
ーマ ン は雑誌 『Sinn　und 　Form 』 の 編集員 の 若 い 作家担当 として 起 用 され た こ とは知 ら
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ふた とお りの 真実・文学とMfS 文書 佐・τ木 滋

れ て い た 。 ウー
ヴ ェ

・コ ル ベ
、 フ ラ ン ク ー

ヴ ォ ル フ
・

マ ッ テ ィ
ー

ス な ど の 作品公表 はフ ユ

ーマ ン の 推薦で 目 の 目をみ た 。 フ ユ
ーマ ン は作品 の 収 集をウ

ー
ヴ ェ

・コ ル ベ 、サ シ ャ
・
ア

ン ダー
ソ ン に委託 した。こ の こ 人 はそれ ぞれ別の 文学 グ ル

ープ を代表する 。
コ ル ベ は詩集

　
「hineingeboren』 （1980年）で 有名に な り、自費出版の 雑誌 『裸 の 皇帝』、「

ミカ ド』 を表

す 。 他方ア ン ダ
ー

ソ ン は ド レ ース デ ン で 出版 シ リ
ーズ 『ボエ ・ジ

ー ・
ア ル ・バ ム 』 で名 を

知 られ て い た 。 フ ユ
ーマ ン が 81年 に コ ン ラ

ー ト・ヴ ォ ル フ 宛 に伝 え る と こ ろ で は、さしあ

た り1958年か ら1940年 まで の 世代に み られ る勢力に関す る概観的知識が刊行側で も大切 で

あ り、選抜規準は文学的質で あ り、従来発表の 場が なか っ た状況、同世代 に おけ る作品 の

受容 とされ る。年齢制限 は ヴ ォ ル フ ガ ン グ ・ヒ ル ビ ヒ の 40歳 を上限 と した。サ シ ャ
・ア ン

タ
ー

ソ ン 、モ ニ カ ・マ ロ ン 、デ ィ
ー

タ ・シ ュ ル ツ ェ 他の 28名 の 詩の 作品が 集め られ る 。 こ

の 作家達は互 い に異 なる文学構想 を抱 き、お互 い に知 らない 者た ちで あ っ た。原稿 は81年

の 夏に エ ル ケ ・エ ル プの お こ ろ で ま とめ られ AdK に 渡 され る。1981年の 9 月15日 に フ ユ

ーマ ン 、 コ ル ベ 、ア ン ダーソ ン は リュ ッ カ
ー

の もとに呼ば れ て、 「こ の ア ン ソ ロ ジ
ー

の 作

業は 終 了 し、 こ うした収集の ため の AdK の 委任 は あ り得 なか っ た。 もし、こ の 作業が 中

止 され なけれ ば、こ の 収集作家は敵対 的 ・ネガテ ィブな結社の 嫌疑 を免れ な い 」 言われ る

の で あ っ た。出版関係 の フ ユ
ー

マ ン の 面 目を考慮 して か 少 数の 名の 知れ た詩 人の もの を印

刷す る試み が 計 られ る。ア ン ソ ロ ジ
ー

に 名 を連ね たカ
ー

チ ャ
・ラ ン ゲ は 自分 が 学生 と して

所属するライ ピチ ヒの R ．ベ ッ ヒ ャ
ー

文学研究所の 所長 マ ッ クス ・ワ ル タ
ー・シ ュ ル ツ か ら

参加 を降 りるよう迫 られた り、 ドレ
ー

ス デ ン の 技師 ミ ヒ ャ エ ル ・ヴ ュ ス テ フ ェ ル トは職場

を失 うか も知 れぬ と脅か され る 。 ギ ュ ン ター ・
リュ ッ カ

ー
の もとで の 話 に つ い て シ ュ タ

ー

ジ の 要約文書で は 「ア ン ソ ロ ジー原稿の ため の 意見 は コ ル ベ の 場合納得の い か な い もの が

た っ た」 とし、コ ル ベ に対 して は 81年 9 月25日に実効的 人物統制 〈OPK ） の
“Poet”な る

もの が 配 置 され、の ち実効的処置 （OV ＞の 対象 と され る。「コ ル ベ とア ン タ
ーソ ン に よ

っ て編成 された い わゆ る後継世代の 作 品はわずか な例外に至 る ま で 手元 に ある評価 で は、

現実社会主義 と組織体 に敵対す る攻撃的 に して反革命的立場 を帯び た もの と特徴づ けられ

る 」。 （シ ュ タ
ー一ジ 文 書）

　 クラ ウ ス
・
ミヒ ャ エ ル に よれ ば 。1g．こ の ア ン ソ ロ ジ ー計画は三 つ の デ ィ レ ン マ を抱 える と

い う 。 作家た ちは未組織で 出版社 に も文化 当局者 に もほ とん ど知 られ て い なか っ たこ と。

第二 には、それで あ りなが ら多 くの もの は西側で 出版 可能 な手段を もっ て い た こ と。 第三

は フ ユ
ーマ ン 、フ ォ ル カ ・ブ ラウ ン、 リ ヒ ャ ル ト・ピ ッ トラス 、ライナー ・キル シ ュ 、ゲ

ル ハ ル ト・ヴ ォ ル フ 他 の
一

連 の ベ テラ ン の 作家た ち に よっ て 支持 され、促 進 され た こ と、
こ の 三 つ で あ e。作家達 は作家同盟 に も地 区 の 労働者作 家 に も、自由 ドイ ツ 青年 同盟

（FDJ ）の 文学活動に も所属 しない ため に、 つ ま り公的組織体 に結束 されぬ た め に 、 こ こ に

こ の 新 しい 文学 の 展開 を探 るの は唯一
シ ュ タ

ー
ジ と い う圜家機関で あ っ た わけ で ある 。

　こ の 間に フ ユ
ーマ ン に つ い て は着 実に シ ュ タージ は 文書に収 め る 。 文化省、党中央委員

会 の 文化部 も動 き出す。11月 4 日の 月例報告書で は 「 自らを作家 とみ な し一一部 の 者は ブ リ
ーに 活動す る多 くの 者 たちは い か な る連盟 体 に も所属せ ず DDR の 出版社 と も繋 が りが み

られな い ・これ に て こ 描 の 若 い 人 々 へ の 影響 の 可 龍腕 鞠 され 、彼 らは殆 どわ綱 の 136
政 治 土壌、世 界観 に 立脚 しな い 他 の 勢力に 影響 され て い るj と ま とめ られ る 。 文化省の 手　（55）
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の 及ばな い こ うした作家 と して の 納税者番号 もな く、作家連盟 に も所属 しない 、西の 出版

社 との 繋が りな どを持 つ 若手の 作家を閉 じこ め ようとす るこ とにな っ て い ゆ く。11月 11日

に は中央委員会書記局の 会議 が ホーネ ッ カ ー他 の 首脳 フ ル メ ン バ ー
，，。 の 参 加 で行わ れ る 。

2 日 に渉 る会議 で直接取 り組んだ 論点はアカデ ミ
ー ・ア ン ソ ロ ジ ーの 問題 で あ っ た。第13

項 で は 「若 い 作家と書 くこ と に関心 を抱 く他の 市民作業の ため の構想」 が 打 ち出 され 、こ

れ をすべ て の 地区に 「文学セ ン タ
ー

」 と称す るもの が 設置 され る こ と に なる 。 第14項 は文

化大臣 ヨ ア ヒ ム ・ホ フ マ ン、中央委員会文化部長ウル ス ラ
・ラ クヴ ィ ッ ツ も出席の もとで

討議 された 「芸術アカデ ミ
ー

の 論集をア ン ソ ロ ジ ーと して 用 い ようとす る作家 た ち」 の 問

題が 取 り組 まれ、案の 定、ア ン ソ ロ ジ
ー

の 最終的ア ウ トラ イ ン が最高機関にて 定め られた

の で あ る。参加 した作家 と
一
緒の 催 し物 は AdK の 主催 に して はな らな い こ と も定め られ

る 。 細 分化 されたプ ラ ン は加わ っ た作家との 今後の 交わ り上の 基本路線が 定め られ る 。 三

つ の カテゴ リ
ー

に即 した分 類 が決め られ る。

「肯定的 な意味 に お い て 社会主 義の た め に 用

い られ得る もの 」 は作家同盟 の 候補者 と して獲得 され、フ リーの 作家 として 国家に 反対す

る活動をと る もの は 規制 され た仕事 に あて が われ、「反社会的、国家敵対 的 に行動す る も

の に対 して はそれ に見合 っ た法律の 適用を受ねねばならな い 」 こ とにな る。こ うした決定

の根底 には従来の 拒否 を裏付けるア ン ソ ロ ジ
ー

の短 い 内容分析 を形成 して い る 。 作家た ち

は 「我が党 の 文化政策に よ っ て まとめ られ る文学に対する期待 と要求の 埒外 に もっ ぱ ら位

置 し」 て い る と結論付 けられ、フ ユ
ーマ ン に関 して は

「若 い 作家た ち の 発展 に有害な見解

に お い てか れ ら を強化 したこ とは作家 フ ユ
ーマ ン の 多大な責任 で ある 。 か れ らを建設的な

行動を可能な ら しめ て い る い か なる助言 も得 られず、形式上 の 視点はかれ らの タ レ ン トの

過大評価 へ と導 く。
こ の こ とが か れ らの 幾人か に お い て、かれ らの ネガテ ィ ブ な立 場 に導

い て い る。」 とい う見解 に い た る。一国の 政体 が 、首脳 た ち の 人的浪費を もっ て 文学の 禁

止 を決定したが る もの は何か と も問われ よう。 文学
一
般の 過大評価、東独外交政治 の 失敗

へ の 危惧、壁 に社会主義終 焉を描 く隣国の 「連帯 」 の 勝利 な どが 考え られ る。上 述 した

「文学セ ン ター設立」 なる中央委員会 の 決定 は早 くも 9 日後に ベ ル リ ン の SED に 文書で

伝 え られ る。 しか しこ うい うもの が うま くい っ たため しが 無 い ように失敗に終 っ たの で あ

る 。
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注

＊ L 正式 に は Gesetz　Uber 　die　Unterlage　des　Staatssichrheitsdienstes　der　ehemaligen 　Deutschen　Demokratischen 　Republik．

　 　 略 して Stasi−Untertagen．Gese しz （StUG ），1991年12月2G日成立、12月29日発効。

＊ 2．vgl ．　Peter　BOthig　u．　Klaus　Michal　：Machtspiele．1993．　Reclam　Leipzig．

＊ 3，ヴ ォ ル フ
・ビ ア マ ン （1936．U ．15．ハン ブ ル ク 生 れ ）父 は 反 フ ァ シ ス トで 1943年 Auschwitz で 殺 害 され る。1953年 東 に 移

　　住。フ ン ボル ト大学で政治 ・経済 学 を学 ぷ 。ベ ル 1）一ナー・ア ン サ ン ブル で ア シス タ ン ト （1957
− 1959）。再 度、哲 学

・
数学

　　 を学 ぷ 。1960年 よ り作詞 ・作 曲 を始 め る。友人等 と共 に ベ ル リ ン ・労働者 ・学生 劇場を古い 映画館を改造 して始 め よ うとす

　　 る が 初 演 の 前 に 禁止 され る （1962）。1963年 まで 出国禁 止。SED 除名。東ベ ル リ ン の キ ャ
バ レ ッ ト劇団 （Die　Diste1＞退

　　団。1965年の ZKdSED の 決定 で か れ に 対 し出演 ・出国
・
出版禁 止 の 効 力が 発生。11年後 の 1976年 に Prenzlau の 榎 音教会 で

　　 DDR の 観衆 の 前 に出 る。1976年西独 産別 労組 IG メ タル の 主催 す る 西 独 演 奏旅 行。こ の 後再 び DDR に 戻ろ う とす るが 入

　　 国拒否 さ れ る。同年東独 国籍
・
市民権 を剥奪さ れ る。こ れ．が い わ ゆる ピア マ ン 事件 で ある。以後ハン ブ ル ク で 暮 ら し、とき

　　 お りパ リに も滞在。1982年病 気の Robert　Havemann を見舞 うた め に DDR 入 国 を認め られ る。

＊ 4，サ シ ャ
・ア ン ダ

ーソ ン 〔1953，8．24．ヴ ァ イマ
ー

ル 生 ま れ ｝最初 は 印刷 の 植字 を習 う。DeFa で無 給見 習 い 。ポツ ダム 映画 学

　　 校 に 通 う （1974− 77）。フ tJ　一（1977
− 781。守衛 （1978− 79） ド レース デ ン の 教会 用務員 （1980｝。1981年 よ りペ ル リ ン に

　　 て フ リ
ー。そ の 後 作家 活動、雑誌の 発行人、催 し物 の 企画 者、さ まざ まなロ ッ ク・グル

ープ で の 共 演。1971．73、79年に そ
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ふ た とお りの 真実・文学 とMfS 文書 控 々 木滋

　　　れそれ禁 固刑 を受 け る。19．　86年 8 月 15H に西 ベ ル リン に 出 る。こ れ らの 時期の い つ 頃 MfS 協 力要 貫 とな っ た か は今後 さ ま

　　　 ざ まな シ1 タ
ー

ジ の 文書か ら い っ そ う明 らか とな ろ う。
＊ 5．Inoffizieller　Mitarbeiter　der　Stasiの 略名。　

・
般に Spitzelと祢 され る。

＊ 6，Christa　Wolf：Was 　bleibt．1990．　Luchterhand．
＊ 7．vg．L　Tbomas　Anz 〈Hrsg．） ： Es　g曲 t　n 嘸   Ciπ i§ta　W 。lf．1995．　Fischer　Taschenbuch 　Verlag．
＊ 8．vgL

’
1
’
hcnnas　Mann ，　Gesammd 毛e　Werke　Bd，　Xll，　S、957．

＊ 9．ヴ ァ ル ダ
ー・．

ヤ ン カ （1914− 19−．　4）東独アウ フ ベ ウ出版 社主．シュタ
ー

ジ の 最項点に い た 「ミール ケ は国際旅 団の 魂 き上 げ

　　　 （1938／ 39）に 従車 し て い た と主 張 して い る が 、わた しは引 き上 げ戦 の 問 に も、］939年 2 月／0／ユ］n の フ ラ ン ス 国境を越

　　　え る と き に ミール ケ の 各前は聞 い た こ ともな か っ た と 明 自に証 言 す る。引 き上 げの 間 に再 度前線に 配 備さ れ た 国 際旅 団の

　　　残 りの 者 は La　Junquera付近 の 国境で 国際連盟委員会の 統制下 に あ っ た 。第
一一

列 に 行進 L て い た の は 第11旅 団参謀 将校 で

　　　あ っ た作家ル
・．一ドヴ ィ ヒ ・レ ン ．テ ール マ ン 大 隊の 大隊長 で あった フ ラ ン ッ

・ラーブ 、Etkar・Andre 火 隊隊長 フ
ー

ゴ ・ヴ ィ

　　　ッ トマ ン 、491大 隊隊 長の わ た し こ と Walter ∫anka で あ る n エ ーIl ヒ ・ミール ケ は そこ に は い な か っ た。」 q992．12．B．ベ

　　　ル リン 地裁での 証言。europaische 　ideen．1｛93　Heft　8］．．参照。） とす る ように か れ もシ ＝タ ージ と 対 決す る もの で あ るが，
　　　か れ こそ ・・ン ガ リー動乱 の 56年末に 1レ カ ー

チ をDDR に 連 れて こ よ うと した 罪 で 5 年 の実 刑 を受 け た。
＊ 10・Kari　Corino； ｝lermann 　Kant　als 　Mitarbeiter　der　Stasi、　In ： euroP 試ische　ideen，1993，　Heft　81，
＊ 11．Alfred　Kantorewiez （1899．−1979）1933年1こバ リ に 亡 命。1936年 ス ペ イ ン で 市 民 戦争 に 参加 。1938年 フ ラ ン ス に滞 在。
　　　】94王甲こ∴一ヨ

ー
ク。1946年耀 封。195  年

．．．．57年 フ ン ボル ト大 学 の 近代 ド イ ッ 文 学教 授 、学 部長、芸術 ア カデ ミーの ハ イ

　　　ン リ ヒ ・マ ン 資科館、科学ア カデ ミ
ー

の ト
ー

マ ス ・マ ン 資料館館長 を兼ね る。1957年西 ドイツ へ 逃 れ る。
＊ 12．Herrmann 　Kant （1926−）庭 師 を父 と する。電気 技 師の 職 を習得。終戦 闇際 に 召集。1945−−1949 年 rre　一一ラ ン ド捕 虜 生活。

　　 収 容所 内で 反 7 ア シ ズ ム 委 員に 加 わ る。1949年以降 SED 、　 FDJ、　 FDGB の メ ン バ ー一、】．9・19− 1952年グ ラ．イス ヴ ァ ’レ トの 大

　　 学 で 労農 学部 に 学び 、1952− 56年フ ン ボル ト大学 で ドイ ツ 文学 を学び その 後数 年間助 手 を務 め る。1957〜58＃一に辛練 的
・
論

　　 駁的な大学学 生紙
「tua 　res 」 の 編集 に 従事、以後作家 と して 活動す るほ か

「
ノ イエ ドイチ n．ラ ン ト」 紙 に も寄稿。1969年

　　 芸 術 ア カ デ ミー・会員。1978年 DDR 作家 同 盟 の 副 会長 5 名の ひ と りとな る一t 以後会長 を務め た。
＊ 13，Kontaktperson の 略称。こ の 接 触要員 は 拘東 力は な くて も秘鰹保持 の 方法で Mfi と接触 し、人物情報 を提供 す る．例 え ば

　　 家庭 ・職場環境 を含め て 、KP は 1瓢 同様、秘 密保待 を義務づ け ら 耗 る．
＊ 14．Geheimer 　Informator の 略称。1968年ま で用 い られ る．訌M に相 当す る。
＊ 15．IM −V

．
orlauf ：IM に 募 られ る予 定の 入物 に 関す る各種情 報の 収 集。こ こで は その 文書 をい う。

＊ 16．　vg 廴　E　ifddeutsche　Zeitu  　Nr．249．．、28．10．1｛91，
＊ 三7．v 書La ．a．O，，S．38．
＊ IS．　Wolf 　Biermann ： Der　Lichtblick　jm　grtaBlichen　Fatalisumus　der　Geschichte．　Ien： Maehtpiele、　S．30D．
＊ 19．Klaus　Michael ：Eine　verscho1 ｛ene 　Anthologie．　In ；Machtspiele，　S、205，
＊ 20．こ れ 以外に 参加した 者は Axen，　Dohlu，　Felfe，　Hager ，　Herrman 　l．　Jar〔｝winsky 、　Lange ，　M 至t怯 g，　Vemer ，　Naumaim で あっ
　　 た。（ln ： Klaus　Michael，　n、　 u．0．，　S、207、）
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